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KJ法による「科学」の分類
私の視点
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PIAの論調の変化

2009

• 印刷技術をﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞし、ﾜﾝ
ｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽを提供

• 印刷企業は

｢ｿﾘｭｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ」そし

て「ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽ･

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ」となる。

• 社名が「ABC Litho」から
「ABC Solutions」に変わる?

• 特化多様化戦略で競争優
位の構築を!

2012

• 市場が激変した。ｲﾝｸｵﾝ
ﾍﾟｰﾊﾟｰが要石だけど、次第
に情報伝達ｻｰﾋﾞｽ業へ、統
合ﾒﾃﾞｨｱ業へと変化。

• 市場の拡大は印刷ﾋﾞｼﾞﾈｽ
環境を創出し、挑戦の機会
を拡張。

• ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱとの熾烈な競
争で、市場の成長は頓挫、
新聞と雑誌が大きな影響を
うけた。

• 広告費でﾃﾞｼﾞﾀﾙが印刷を
上回った。
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Trend You Need to know Before Making Decisions. Sep. 2013 PIA
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印刷における価値の転移
Flash Report 2010/12/21
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Moving Past the Great Recession:
Print’s Recovery Path for 2011‐2012 and Beyond
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PIAは印刷業の「Marketing Service Provider」化に舵を切った

Integraing：クロスメディア対応
（PODi Dave Erlandsonによる）

Print Integration Center
学習センター

先進的な技術情報の提供

TestDriveTool
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ関連最新情報提供

PRIME
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ｷｬﾝﾍﾟｰﾝを始める

会員を支援するﾕﾆｰｸなﾂｰﾙ
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2014‐2015 米国経済と印刷市場
DR. Ronnie Davis  The MAG Jan. 2014

2014‐15年
経済展望

• 2014年
+2.4%

日本：JAGAT予測
－1.3～－5.1％

• 2015年
+2.6％

• 成長力は
僅かに勢
いを増す

• 失業率は
7.0%に留
まる
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米国 GDPと印刷産業出荷額
印刷は名目GDPに従い、1～2％下回る傾向

印刷業は景気の後退に先行し、回復に遅行する

―印刷産業 US Census

―印刷産業 PIA Print Market Update

―名目GDP
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1991‐2010 印刷産業出荷額とGDP成長率の推移
作図：Gothic

13

13



米国 2014‐2015
印刷産業の経済実績予測

訳注

NAICS 323
印刷同関連業

NAICS 511
印刷関連出版業

NAICS
323＋511

全印刷産業

PIAの定義
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米国 プロセス別売上高構成、
成長性と寄与度

プロセス別 売上高構成比 成長性 産業成長への寄与度

伝統的インクオンペーパー 70％ －3.2％ －2.24％

デジタル（トナー） 14％ 3.9% 0.55％

デジタル （インクジェット） 4% 13.6％ 0.54％

付帯サービス 12％ 7.1% 0.85％
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PIA 印刷物の機能分類

情報伝達用 ロジスティックス用 販促用

雑誌・定期
刊行物

新聞印刷

書籍印刷

財務・有価
証券報告書
印刷

ビジネス
フォーム

グリーティン
グ・カード

仕上げ・加工
ラベル・包装紙印刷

パッケージ印刷

一般商業印刷

軽印刷

DM印刷

サインと
サイネージ

・デジタル・コミュニケーションにシフト。
・減少傾向 －2.0％～3.0％

・実質的にﾃﾞｼﾞﾀﾙとの競合はない。
・実質GDPの成長率、2.0‐3.2％と一致
・

・2014年は国政選挙に牽引されて、
1.0‐2.0%の成長

・2015年は約1％とクールダウン
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PIA 印刷のミクロ市場分析
需要指数（Demand Index: DI）＝増加企業％－減少企業％

ホット市場

左から

①印刷通販
Web to Print

②Web開発
③サイン/

サイネージ
④統合

マーケティング
⑤フルフィラメント
⑥DB管理
⑦メディア・

マーケティング
⑧食料・飲料用

ラベル
⑨特殊印刷
⑩軽印刷
⑪郵送サービス
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PIA 2004‐2015売上利益率 （2014‐2015は予測）

現在の収益性 2.7‐2.8％を持続すると予測

平均

プロフィットィット・リーダー

参考：全印工連 平均 2.6 3.3 2.7 2.1 2.0 2.0   1.4 1.6 2.0
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PIA 2014‐2015の行動計画

売上増のために

• 特化：特殊なセグメントに特
化すること

• 多様化：印刷だけの企業よ
りも、付加価値・付帯サー
ビスを提供している企業は、
高い収益性を示している

• プロセスの優位性：デジタ
ルとハイブリッド印刷の成
長力

• 印刷製品とサービスの提
供：高い収益性を確保

コストの削減

• 売上高/従業員、付加価値
額/従業員、売上高/工場従
業員、付加価値額/工場従
業員という特性値で人員削
減

賢い(スマートな）価格設定力：

• 特化・多様化戦略

• 需要によって価格を決める

学び続ける組織であれ

• プロフィトリーダーはﾁｬﾚﾝ
ｼﾞｬｰよりも教育に投資
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特化多様化戦略
Printer’s Diversification into Ancillary Service  Jan, 2008. PIA

Looking Forward: What ‘s Next for the Economy and Print Market in 2008‐2009

印刷企業の市場ｽﾍﾟｰｽの拡張 市場拡張の経路
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（参考資料） JFPI  10年後の目標 SMARTRIX
（発行：2011）

重要視する今後の課
題・力を入れる分野等
について

①新技術・新商品開

発

②人材の確保・育成

③ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞや販路・

市場開拓

④新分野への進出

の順となった。
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戦略のチェック ＜戦略の優位性＞
一般印刷/特化戦略/多様化戦略/特化・多様化

■利益

■ｺｽﾄ

• 戦略をﾁｪｯｸ
する「時」だ。

• 特化多様化
戦略はｺｽﾄを
低減し、価格
設定力をまし、
結果として収
益性を高め

る。印刷全般 特化戦略 多様化戦略 特化 多様化戦略
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印刷企業のﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ﾓﾃﾞﾙのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ
Profiling Printers’ Business and Marketing Models

PIA Flash Report: Aug. 2010

印刷業のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ別売上高の変化
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ﾊﾞｰﾃｨｶﾙ･ﾆｯﾁ

製品ﾆｯﾁ

その他

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ

印刷全般

平均 製品ﾆｯﾁ ﾊﾞｰﾃｨｶﾙ･ﾆｯﾁ 印刷全般 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ
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印刷企業のﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ﾓﾃﾞﾙのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ
Profiling Printers’ Business and Marketing Models

PIA Flash Report: Aug. 2010

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ別価格(料金）変動 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ別収益性
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価格変化 平均 製品ﾆｯﾁ ﾊﾞｰﾃｨｶﾙ･ﾆｯﾁ 印刷全般 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ

売上利益率 平均 製品ﾆｯﾁ ﾊﾞｰﾃｨｶﾙ･ﾆｯﾁ
印刷全般
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ
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THE NEW PRINT BUYERS:新しい印刷発注者
Margie Dana, John Zarwan.   The MAG. Feb, 2014  PIA

発注先印刷企業に
印刷以外に求めるものは？

新しい「印刷(物）」のコンセプトについてのアイデア

メーリング / フルフィラメント / キッティング

パーソナライゼーション

オンライン受発注（web to print）

マルティチャネル・サポート / クロスメディア対応

データーベース構築・提供

非印刷ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞで、その他のアイデア

今まで以上のマーケティング・サービス

欲しいのは印刷物だけだ。他に望むものはない。

モバイル・マーケティング

その他

N=315
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新しい印刷発注者 (1)
THE NEW PRINTBUYER the MAG Feb. 2014 PIA

求めている「モノ」は何か

• フルフィラメントやパーソナ
ライゼーションのような付帯
サービス関連の取り組み先
を探している。

• 印刷関連予算が大きい場
合には、独創的で革新的な
ソリューションを探している。

• マーケティング・サービスや
アイデア、データベース構
築力、マルチ・チャネル支
援に精通した印刷会社に
魅力を感じている。

今、「何」をなすべきか

• 印刷発注者の役割は変化し
続け他にも「責任」を持つ。

• 発注者の特性と発注行動の
洞察が、印刷産業発展の挑
戦と機会を示します。

• 新人/シニアに拘わらず、
パートナーとして良好な関係
を築きたいと願っている。

• 発注者は印刷で成功するこ
とを願っており、印刷会社か
らクリエイティブ・コンセプトを
引き出そうとしています。
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新しい印刷発注者 (2)
発注者が担当している業務内容を探れ

• 発注者は、製作工程や印
刷物の機能について、精通
してはいません。

• 発注者は長期的パートナー
である印刷企業内で、比較
的小集団と、緊密に、共に
働くことを好みます。

• 発注者は印刷企業と「よい
関係」を構築し「持続」する
ことを高く評価します。

• 「以前」と「現在」の発注者
の大きな相違点は、「組織
内での役割」です。

• 最近の発注者は、他に「非
印刷関連」の責任も持って
います。

• サービス・プロバイダー/ソ
リューション・プロバイダー
となるための機会だ。

• 発注者は非印刷関連にも
感度を高めており、非印刷
関連サービスを紹介する機
会でもある。

• 新しい発注者への対応が、
印刷会社の「優位性を確立
する最も良い方法」です。
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2013 US印刷産業のMSPsと non‐MSPsのビジネス状況調査
WhatTheyThink? Dr. Joe Webb： Feb. 26, 2014

ﾋﾞｼﾞﾈｽの増減

増 10%以上

6‐～10％

1～5％

増減 なし

減 1～5％

6～10％

10％以上
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MSPへの成功要因
Dr. Joe Webb    WhatTheyThink? Feb. 26, 2014

• MSPの業績は、non‐MSPよ
りも良くなったように見える。

• その「差」は明確ではない。

MSPsは
• ? 合同・合併に積極的。

• ? デジタル印刷に重要な

投資。

• ? デジタル印刷で、非印刷

媒体を束ねることに

積極的。

• ? ダイレクト・マーケティン

グ、ダイレクト・メール・ア

ドバイザー、専門家として

成功。

• グラフを見ればわかるよう
にMSPでなくても、伝統的な
印刷ビジネスで上手に運営。

• 重大な関心事の1つは、
MSPの経営者が、印刷から
MSPのプラットフォームにう
まく転換できるか、です。
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ーまとめ－

（仮説の提案）

• 日米間で商習慣の相違があることを理解し、
実現可能な方法を考えましょう。

• 日米間の差は、「技術」よりも「市場」の差で
はないか？

• 「市場の差」は「IT/ICT環境の成熟度」ではな
いのか？

• 経験と勘と度胸で判断すると、その「遅れ」は
3年？ 5年？
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ICT基盤に関する国際比較
総務省 (受託三菱総研) ICT利活用に関する評価
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ICT基盤に関する国際比較
図：利活用に関する分野別ランキング
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Networked Society City Index （ｴﾘkｿﾝ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）
X：都市のICT成熟度 Y: ﾋﾞｼﾞﾈｽ面でのﾄﾘﾌﾟﾙﾎﾞﾄﾑﾗｲﾝ利益
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EMCジャパンのIT成熟度調査、
1位は中国、日本は16ヵ国で最下位
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竹原 悟

typology@nifty.com
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